日本におけるインドネシア語教育の先駆者 －宮武正道の辞典に関する考察－ by 舟田 京子 & 工藤 尚子
日本におけるインドネシア語教育の先駆者 －宮武
正道の辞典に関する考察－




















            舟田 京子 工藤 尚子 
 
Abstract 
Seido Miyatake (1912-1944) was a pioneer of Indonesian language study in Japan before 
and during the Pacific War. Although he was an excellent linguist who did not belong to 
any academic institution, he compiled both the first Japanese-Indonesian dictionary, and 
the most comprehensive Indonesian-Japanese dictionary in the world. As this was made 
before Indonesia’s independence, the language of these dictionaries was still neither 
developed nor reflective of the modernized conditions seen after the war.  
This paper focuses on three points. First, his activities as an Indonesian linguist with 
respect to Indonesian language is discussed. Second, the strength of his Indonesian-Malay 
dictionary is explained. Thirdly, a hypothetical analysis of the strength of his dictionary i.e. 
























年 7 月に刊行されたが、この時期は日本によるインドネシア占領期（1942 年 3 月
～1945 年 8 月）であり、日本人のインドネシア語学習熱が非常に高かった。この
辞典も元は松岡洋右外務大臣からの依頼ではあったが、宮武のインドネシア語研
究に対する思いは、政治的ではなく純粋に語学に対する興味からであった。5生涯
                                                                 
1 1920 年代の民族主義の高揚のなかで、「インドネシア青年会議」は、28 年「われらインドネシア人は
唯一の言語インドネシア語をもつ」ことを決議の一部とする「青年の誓い」を採択した。インドネシ





2 先行研究として、黒岩康博「宮武正道の『語学道楽』－趣味人と帝国日本」『史林』94(1)、 2011 年、
pp.125-153。 
3 先行研究としては次のとおり。James T. Collins,“Exploring medical terminology in Miyatake’s Malay-
Japanese dictionary (1943),”paper presented in the panel“Medicine Talks: Perceiving Society and Individuals 
in Japanese Occupied Singapore and Indonesia,”AAS-in-Asia Conference 2016, Doshisha University, June 26, 
2016；黒岩康博「宮武正道宛軍事郵便－インドネシア派遣兵士と言語研究者－」『天理大学学報』66(1)、
pp.103-122、2014 年。Yasuhiro Kuroiwa, “Military Mail for a Linguist : Soldiers Who Support and Profit from 
the Language Studies of Masamichi Miyatake”, ZINBUN 43(2012), pp.35-50. 
4 John M. Echols, “Dictionaries and Dictionary Making: Malay and Indonesian”, The Journal of Asian Studies 
vol.38, 1978, p.19. 




























                                                                 
6 宮武タツヱ編『宮武正道 追想』、1993 年、p.19。 
7 同上、pp.17-18。 
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国語学校が、さらに 1925 年には天理大学の前身、天理外国語学校が創設された。 











































となったためである。17辞典や学習書の他にも、現地の新聞 Sinar Sumatra、Dagblad 
Radio、Soeara Oemoem、Pemandangan、Sinar Selatan に宮武の記事は掲載されてい
た。18 
 宮武は、インドネシア語の専門家として知られているが、ほかにもエスペラン
                                                                 







12 宮武タツヱ編、 前掲書所収の石濱純太郎「にぶき良心で」、p.6。 
13 同上。および大島襄二「タガログ語辞典草稿」『地域文化』第 4・5 合併号、pp.83-174、地域文化学会、
1978 年。 
14 宮武正道・片山貞雄共著、1944 年、『インドネシヤ・バルー』、湯川弘文社、p.1。 
15 前記 注 5 のとおり、宮武テラス氏インタビューによる。 
16 宮武正道・片山貞雄共著、前掲書、p.1。 





























                                                                 
19 前記 注 5 のとおり、宮武テラス氏インタビューによる。 
20 宮武タツヱ編 前掲書、はじめに。 
21 「現地で一番役に立った宮武馬来語」『奈良県観光』、1964 年 1 月 10 日。 


























                                                                 
23 安田敏朗『帝国日本の言語編制』、世織書房、1997 年、pp.294,440。 
24 宮武正道『南洋の言語と文学』、湯川弘文社、1943 年、p.21。 






















年月日   インドネシア語関連事項等 
1912 年 9 月 6 日 奈良市西御門町八番屋敷、製墨業、宮武春松園八代目当主、宮武佐十
郎、母・てるの長男として出生。正道（マサミチ）と命名されたが、
文筆活動に入る頃には、自らセイドーと音読する。 
1919 年 3 月  奈良女子高等師範学校附属幼稚園修了 
 4 月  奈良県師範学校附属小学校入学 
1925 年 3 月  奈良県師範学校附属小学校卒業 
                                                                 
28 同上、p.40。 




 4 月  奈良県立奈良中学校入学 
1930 年 3 月  奈良県立奈良中学校卒業 
 4 月  天理外国語学校馬来語部入学 
1931 年 1 月  『馬来語読本』（一）を天理外国語学校馬来語部 佐藤栄三郎教授と
ともに編纂。 
1932 年 1 月 25 日 天理外語、第三回外国語劇大会に自作の脚本「ジャバ（ママ、以下同
様）の月」にヒロインである巡査の妻アンニー役として出演。 
 7 月 21 日 神戸出航の南洋郵船チェリボン丸（六千トン）で単身、ジャワ、スラ
ウェシに旅立つ。産業調査を委託された奈良市の嘱託、東洋民俗博物
館の嘱託として視察。8 月 29 日神戸港に帰国。 









 12 月  天理外国語学校馬来語部を 3 年 2 学期修了にて病気中退。 
1933 年 12 月 13 日 馬来語新聞、Bintang Timoer 社長パラダ・ハラハプ氏、宮武宅を来訪。 
1935 年 5 月 25 日 Ilmu Bahasa Nippon Jang Ringkas (『馬来語書キ 日本語文法ノ輪郭』) 
を出版。 
1936 年 2 月 3 日 吉井タツヱと結婚。 
 3 月 5 日 『マレー語現代文ト方言ノ研究』を『図南』第 9 号附録として大阪外
国語学校馬来語部南洋研究会より出版。7 月 20 日に続編を出版。 
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1937 年 3 月 14 日 長男テラス生まれる。 
1937 年 8 月 1 日 同月 18 日まで、大阪外語マレー語講習会の講師を勤める。 
1938 年 5 月 15 日 『メナンカバウ（ママ、以下同様）語文法概略』を Moehammad Noer
資料提供により編纂、財団法人明治聖徳記念学会刊、紀要第 50 号抜
刷として出版。 
 5 月 29 日 大阪、静安学社にて「メナンカバウ語とマレー語の音韻変化」と題し
て講演。 
 6 月 29 日 『日馬小辞典』(Kamoes Bahasa Nippon-Indonésia）を岡崎屋書店より出
版。 
 10 月 10 日 『マレー語新語辞典』を大阪外国語学校馬来語部南洋研究会より出
版。 
 10 月 12 日 『ジャバ語文法概略』を K. Wirojosaksono 資料提供により編纂、出版。 
 10 月  『世界知識』10 月号に「蘭印新聞の見た張鼓峰事件」を寄稿。以後、
1942 年にかけ、同誌にインドネシアの政治・経済・文化の動向につい
てを主としてマレー語新聞 Pemandangan, Soeara Oemoem, Sinar 
Selatan, Pandji Poestaka, Doenia Dagang, Tjahaja Timoer 等の諸紙から
のニュースを紹介。 
1939 年 5 月 12 日 『南洋文学』を弘文堂書房より出版。 
1941 年 1 月  『標準馬来語大辞典』の執筆に着手する。 
 4 月  日本工業新聞社（後の産業経済新聞社）の大東亜通信課嘱託として、
マレー語、支那語、英語等の新聞およびニュースの翻訳に従事。 
 6 月 2 日 『最新ポケット・マレー語案内』を大阪府商業報国連盟より出版。翌





 12 月 20 日 県立奈良図書館の第 160 回読書会に「南洋の文化と民俗」と題して講
演。 
1942 年 2 月  『コンサイス馬来語新辞典／インドネシア日本語辞典（新馬来語辞
典）』（Kamoes Baroe Bahasa Indonesia-Nippon）を愛国新聞社より出版。 
 3 月 3 日 同日より 12 週間にわたり奈良県拓殖協会主催、奈良県後援の「マレー
語講習会」の講師を務める。 
 3 月 15 日 『馬来語新辞典』を愛国新聞社より出版。 
 4 月 20 日 日用南方語叢書(1)『大東亜語学叢刊 マレー語』を朝日新聞社より出
版。 
   『バヤン・ブディマン物語』を翻訳し生活社より出版。 
 5 月 5 日 『インドネシヤ人の文化』を大同書院より出版。 
 6 月 2 日 大阪朝日新聞 6 月 2 日付、紙上より「マレー語小話」を連載し始め、
翌年 12 月 28 日号に及ぶ。途中タイトルが「マライ語小話」と変わ
り、終わりには「南洋語小話」と変わって、マライ語以外のタガログ
語、西南太平洋語をも含めた。 
 6 月 30 日 『ヤシノミズ ノ アジ』をカナモジ ニッポンシャより出版。 
 8 月 7 日 午前 8 時 JOBK(NHK 大阪)より「南洋の童話について」を放送。 
 8 月 30 日 『南洋の文化と土俗』を天理時報社より出版。 
 10 月 25 日 『インドネシヤの声』を左山貞雄と共著にて大和出版社より出版。 
 11 月 5 日 『標準マレー語講座』Ⅰを薗田顕家と共著にて、横浜商工会議所より
出版。 
 11 月 12 日 朝日新聞学芸欄に「スカルノの武士道と奴隷根性」を翻訳、14 日まで
3 回連載。 
 12 月 25 日 『標準マライ語第一歩』を青木学習堂より出版。 
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1943 年 1 月 25 日 『標準マレー語講座』Ⅱを続刊。 
 1 月 29 日 大阪朝日新聞に「大東亜式羅馬字綴」を連載。 
2 月 5 日 『高等マライ語研究―方言と新聞』を岡崎屋書店より出版。（内容的
に、「メナンカバウ語文法概略」と「ジャバ語文法概略」を含む） 
3 月 30 日 『標準マレー語講座』Ⅲを続刊。 
 4 月 25 日 『南洋の言語と文学』を湯川弘文社より出版。 
6 月 20 日 マライ童話集『カド爺さんの話』を土家由岐雄と共著により増進堂よ
り発行。 




 8 月 9 日 大阪新聞に「マライ語になった日本語」を執筆。 
9 月 20 日 『マライ語童話集』を愛国新聞社より発行。 














1944 年 1 月 15 日 『インドネシヤ・バルー』を左山貞雄と共著にて湯川弘文社より出版。 
 7 月 3 日 奈良県よりマレー語担当の通訳事務を委託される。 
 8 月 16 日 自宅で病死する。数え年 33 歳。 













ある。それはサイズは少し小さいが 1934 年発行の宇治武夫、W.J.S. Poerwadarminta
の共著による Poentja Bahasa Djepang（マレー語による日本語初歩）であると考え
る。この本は、宮武本人の蔵書の中に、1925 年 5 月 27 日に宇治武夫から宮武正
道宛に献本されたものがある。巻末部分の 158-221 頁には日・イ辞典“Kamoes 





























































                                                                 
35 同上、p.5。および注 2 黒岩「語学道楽」、pp.125-126。 
36 宮武正道編『日馬小辞典』、岡崎屋書店、1942 年、四版、序。 















 『大辞典』は、1943 年 7 月に発行された。執筆に着手したのは、1941 年 1 月で
ある。40宮武とともに編纂を行った薗田顕家の回想では、辞典作成依頼を受け、
「この大事業を完成させるには、私一人ではおぼつかない。これはぜひ宮武さん
にご協力願わなければならないと考え」41、1941 年 2 月に宮武家を訪問し編集方
針、資料等に関する打ち合わせを行った。3 年の期限で着手したが、依頼者から
急かされて約半年早く刊行できたという。宮武によるとこの辞典は、当時「マレ
ー語辭典中の最大な Wilkinson：A Malay-English Dictionary42（以下、Wilkinson と
略す）を殆ど全譯したものに同書に無い新語、方言等約二萬を追加し合計約十萬
を有する世界最大のマレー語辭典としたもの」43である。いままで最も優れてい
ると定評のあった Wilkinson より 2 万語多く、しかも従来のどの辞典にもない新
                                                                 
39 1938－1942 年、東京外国語学校の専任外国人教師。『東京外国語大学史』東南アジア p.1047 
 http://www.tufs.ac.jp/common/archives/history.html#Southeast-Asia および 




42 Wilkinson, R.J., A Malay-English Dictionary（Romanised）1932. 

















しば使用される新語・方言等を約 2,000 語程集めたものである。45 同年 7 月には
その続編も発行している。続編ではマレー語の新聞に出てくるオランダ語や華人
マレー語を集めている。46 
 宮武によれば Wilkinson は「マレー語の古文をやる人は是非とも備へておく必
要がある」と評価しているが、『マレー語新語辞典』については、Wilkinson より
新語がはるかに多いと述べている。47他方、『字典』はインドネシア語の単語が随
分欠けている。48『マレー語新語辞典』は、別に Wilkinson の手になる An Abridged 
Malay-English Dictionary を種本とする、マレーシアで使用されているマレー語を
                                                                 
44 大阪朝日新聞 1941 年 11 月 25 日、および大阪毎日新聞奈良版、1941 年 11 月 29 日。 
45 ミヤタケ セイドゥ『マレー語現代文ト方言ノ研究』、大阪外国語学校馬来語部 南洋研究会発行『図
南』第 9 号附録，1936 年，第二部の序文。プルワダルミンタ（東京）、ラティフ（カユー・タナム）、
シュアイブ（バタヴィア）、スリアディ（バタヴィア）、アルガマル（京都）、スヂビヨ（大阪）の
各氏に謝意を表している。スリアディ氏は、『大阪時事』（1934 年 11 月 27 日）によれば、宮武の親
友でジャワのバタヴィア出身の貴族である。ジャワからの初めての留学生として、天理外国語学校で
日本語を学んでいた。 
46 ミヤタケ セイドゥ『続編 マレー語現代文ト方言ノ研究』、大阪外国語学校馬来語部 南洋研究会
発行、1936 年 7 月、マエガキ。同じく「マエガキ」には、プルワダルミンタ（東京外語教授）、シブ
リアン（大阪市外布施町）への謝辞の記載がある。 
47 宮武正道『大東亜語学叢刊 マレー語』、朝日新聞社、1942 年、P.16。 
48 同上、p.14. 
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 インドネシアでは日本軍政期の 1942 年 12 月に、オランダ語の使用が禁止され
る。この時期には「インドネシア語」という単語の使用が許されず「マライ語」
と言っている。51当初はインドネシア語が堪能な教師がごくわずかしかいなかっ






























                                                                 
52 同上、p.94。 
53 戸津正勝、カルティカ・ハンダヤニ・アンバリ「インドネシアにおける国語の形成過程－ムラユ語か
らインドネシア語へ－」『国士舘大学教養論集』第 63 号、2008 年 3 月、p.12。 
54 同上、p.12。 
55 宮武正道「インドネシヤ語會議」『国語運動』2 巻 10 号、1938 年、p.36。 
56 舟田京子、前掲書、p.98。 
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ある。Ⅰ A－Bisik、Ⅱ Bising－Fi、Ⅲ Fikir－Kapialoe、Ⅳ Kapir－Lempah、








 1  紙幅の関係で『大辞典』の単語について、A から始めて 100 語を対象とする。
以下の表は、そのなかから、「４．２．２ 新語の中で、現在も同じ綴りで使用








 2  ノート、『大辞典』、Wilkinson、Kamus Besar59の列：〇 記載あり、× 記載
なし、綴りの異なる単語がある場合には、その単語を記載した。 




 4  現在の使用：新語等のなかで、同じ綴りで Kamus Besar にも記載されている
場合、現在も使用されていると定義し、「〇」を記す。綴り方の旧式、新式の違
いは、同一とみなす。 
 5  継続：新語であるなしは関係なく『大辞典』に掲載されており、Kamus Besar
にも綴りに変化があったとしても掲載されている場合に継続使用されているも
のと定義し、「◎」を記す。 
 6  『大辞典』に記載されている意味と Kamus Besar に記載されている意味が全
く異なる場合を除いて、同一単語と見なすことにした。単語の意味が複数ある
場合に、その一つでも同じ意味の場合は、同一単語と見なす。 
 7  『大辞典』: 別の綴り、別の単語、語根などの記載がある場合には下段「＝」
のあとに記した。 
 8  Kamus Besar：『大辞典』の単語の綴りと、Kamus Besar に記載されている単
語の綴りが異なる場合は「×〇」を示し、Kamus Besar に記載されている単語を
示した。この場合「現在の使用」は、空欄とした。「現在の使用」欄が「〇」
となるのは、現在も『大辞典』と同じ綴りで Kamus Besar に単語が掲載されて
いる場合である。 
                                                                 
59 Kamus Besar Bahasa Indonesia , Edisi Kedua, Balai Pustaka, Departemen Pendidikan dan Kebudayaan, 1995 の
略。 
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ノート 『大辞典』 Wilkinson Kamus Besar 語源 
〇 〇 ◎ × a（単価 に付） × 〇 － 
〇 〇 ◎ aben aben × 〇 Bali 





〇 〇 ◎ × aboi × 〇 － 
〇 〇 ◎ abortus 〇 × 〇 Dutch 
〇 〇 ◎ absurd 〇 × 〇 Dutch 


























ノート 『大辞典』 Wilkinson Kamus Besar  語源 





〇  ◎ aambeien 〇 × ×〇 
ambeien あり 
Dutch 
〇  ◎ aandeel 〇 × ×〇 
andil あり 
Dutch 





〇  ◎ abiturient 〇 × ×〇 
abiturien あり 
Dutch 
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〇  ◎ abonne 〇 × ×〇 
abonemen あり 
Dutch 
〇  ◎ abracadabra 〇 × ×〇 
abrakadabra あり
Dutch 
〇  ◎ absces 〇 × ×〇 
abses あり 
Dutch 
〇  ◎ absentie 〇 × ×〇 
absensi あり 
Dutch 
〇  ◎ absoluut 〇 × ×〇 
absolut あり 
Dutch 
〇  ◎ absorptie 〇 × ×〇 
absorpsi あり 
Dutch 
〇  ◎ abstract 〇 × ×〇 
abstrak あり 
Dutch 




・サンプルの母数は A の最初の 100 語であり、単語の語源は『大辞典』によるが、
その内ジャワ語起源の意味を含む単語は、1 単語だけだった。オランダ語起源













































単語は、ラテン語 2、オランダ語 8、アラビア語 4、サンスクリット語 1、フラ
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